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POINT
•松江市の地域ケア会議の目指す方向は？ 
•有効な助言をするためのPOINTは？



質問①
•地域ケア会議って何？



質問②
•あなたの専門職としての強みは？



1.介護保険計画と地域ケア会議



地域でともに支え合い いきいき暮らせるまちづくり

①高齢者の住まいと介護サービスの充実強化 
‣ 介護人材の育成・確保の取り組み強化 
②健康づくりと介護予防の推進・認知症対策 
‣ 介護予防・重度化防止の取り組みの推進 
‣ 認知症の対策強化 
③医療と介護の連携 
‣ 在宅医療・介護を支えるサービス提供体制の整備 
④様々な生活支援サービスの充実強化 
‣ 総合相談・支援体制の充実強化 
‣ 地域における支え合う体制づくり

←地域ケア会議はココ



第7期計画における地域ケア会議
①地域ケア会議の推進 
適切なサービスを提供し、個人の状態の改善につながるようなケアプラ
ンの作成のため、個別プランを検討する会議の充実を図り、市内ケアマ
ネジャーのスキルアップを図ります。また、多職種と連携し、自立支援・
重度化防止等に資する観点から個別事例の検討を行い、対応策を講じま
す。その後の変化等をモニタリングするルールや仕組みを構築します。 

②地域課題の把握・共有 
個別ケースの課題分析等を積み重ねることにより、地域に共通した課題
を関係者間で共有し、地域課題の解決につなげます。 

③地域ケア推進会議の推進 
個別地域ケア会議を開催することにより明らかになった課題について検
討し、政策の立案につなげます。



第7期の数値目標
•基本施策項目：地域ケア会議の充実 
•指標：介護支援専門員の事例検討件数

現状値 
（平成29年度）

目標値 
（平成32年度/令和2年度）

27件 117件



地域ケア会議とは
介護保険法第115条48 

地域包括支援センターまたは市町村が主催し、
設置・運営する「行政職員をはじめ、地域の関
係者から構成される会議」のことを言う。



介護保険法第115条の48
（会議） 
第百十五条の四十八　市町村は、第百十五条の四十五第二項第三号に掲げる事業の効果的な実施のために、介護
支援専門員、保健医療及び福祉に関する専門的知識を有する者、民生委員その他の関係者、関係機関及び関係団
体（以下この条において「関係者等」という。）により構成される会議（以下この条において「会議」という。）
を置くように努めなければならない。 

２　会議は、厚生労働省令で定めるところにより、要介護被保険者その他の厚生労働省令で定める被保険者（以
下この項において「支援対象被保険者」という。）への適切な支援を図るために必要な検討を行うとともに、支
援対象被保険者が地域において自立した日常生活を営むために必要な支援体制に関する検討を行うものとする。 

３　会議は、前項の検討を行うため必要があると認めるときは、関係者等に対し、資料又は情報の提供、意見の
開陳その他必要な協力を求めることができる。 

４　関係者等は、前項の規定に基づき、会議から資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協力の求めが
あった場合には、これに協力するよう努めなければならない。 

５　会議の事務に従事する者又は従事していた者は、正当な理由がなく、会議の事務に関して知り得た秘密を漏
らしてはならない。 

６　前各項に定めるもののほか、会議の組織及び運営に関し必要な事項は、会議が定める。



地域ケア会議と担当者会議

一般財団法人 長寿社会開発センター 地域ケア会議運営マニュアルより



厚生労働省資料：介護保険制度の改正と地域ケア会議の位置づけについてより



厚生労働省資料：介護保険制度の改正と地域ケア会議の位置づけについてより



厚生労働省資料：介護保険制度をめぐる状況についてより



厚生労働省資料：地域包括ケアシステムより



厚生労働省資料：地域包括ケアシステム構築のプロセスより



地域ケア会議の目的

個別ケースの 
支援内容の 
検討

介護支援専門員による 
自立支援に資する 

ケアマネジメントの支援

地域包括支援 
ネットワークの構築

地域課題の構築

地域の実情に応じて 
必要と認められる事項
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厚生労働省資料　地域ケア会議実践事例集より



市町村を越えたレベル 
地域ケア会議

市町村レベル 
地域ケア会議

日常生活圏域レベル 
地域ケア会議

個別レベル 
地域ケア会議

設置範囲 市町村を超えたレベル

会議目的 地域課題の把握及び対応など

有する機能
地域包括支援ネットワーク構築機能 
地域づくり・資源開発機能 
政策形成機能　など

設置範囲 市町村（日常生活圏域）レベル

会議目的 地域課題の把握及び対応など

有する機能

地域包括支援ネットワーク構築機能 
地域課題発見機能 
地域づくり・資源開発機能 
政策形成機能　など

設置範囲 個別レベル

会議目的

個別課題の解決 
介護支援専門員による自立支援に資する 
ケアマネジメントの支援 
地域包括支援ネットワークの構築 
地域課題の把握　など

有する機能
個別課題解決機能 
地域包括支援ネットワーク構築機能 
地域課題発見機能　など

一般財団法人 長寿社会開発センター 地域ケア会議運営マニュアルより



ココに参加する 
↓



個別課題 
解決機能

ネットワーク 
構築機能

政策構築 
機能

地域作り 
資源開発機能

地域課題 
発見機能

地域ケア会議の５つの機能

一般財団法人 長寿社会開発センター 地域ケア会議運営マニュアルより



松江市の植木鉢をみんなで育てるのも地域ケア会議

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング「＜地域包括ケア研究会＞地域包括ケアシステムと地域マネジメント」
（地域包括ケアシステム構築に向けた制度及びサービスのあり方に関する研究事業）、平成27年度厚生労働省老人保健健康増進等事業、2016年



会場イメージ

司会

提出者

主任CM

記録用ボード

助言者 
・薬剤師 
・看護師 
・歯科衛生士 
・管理栄養士 
・リハ専門職　 
 （PT・OT） 
・臨床心理士



会議の流れ
• 1回のケア会議で6事例 
- 各エリアごと3事例ずつ 
- １事業所1名のケアマネジャーから提出 
• 1事例の会議時間は25分厳守
①事例提出者から簡単に事例概要と検討してほしいことを話す：2分

②司会者が検討してほしいことを確認し、認識の共有化を図る：1分

③質疑応答：5分

④協議及び助言者よりアドバイス：15分

⑤まとめ：1分

⑥事例提出者からの感想と今後の取組（プランの見直し）：1分



前半のまとめ
• 松江市の地域ケア会議は、地域包括支援センターが主催
で、助言者として薬剤師、看護師、栄養士、理学療法士等
の地域で働いている専門職が参加している 

• 地域ケア会議を通して会議は個別課題の解決、介護支援専
門員による自立支援に資するケアマネジメントの支援、地
域包括支援ネットワークの構築、地域課題の把握などを
目的に行い、地域でともに支え合い、いきいき暮らせる
まちづくりを目指していく



2.助言の現状と課題 
-理学療法士等の助言に関するアンケート調査報告より-



方法
• 調査方法：紙面でのアンケート調査 
• 対象：松江市の地域ケア個別会議での事例提出者 

（43名）　 

• 対象期間：平成27年度 ～ 平成30年度



アンケートの内容
• 地域ケア会議に関して 
　→地域ケア個別会議における理学療法士の助言の効果判定 

• 理学療法士に関して 
　→理学療法士に対するイメージ 
　　相談のタイミングなどを調査 

• 自立支援型ケアマネジメントに関して 
　→ケアマネジャー達がどのような悩みを抱えているのか、 
　　理学療法士として私達が何を求められているのかの調査



回収率と年度

平成30年度
41%

平成29年度
48%

平成28年度
11%

回収率 

62.8％



派遣されていた専門職
覚えていない

14%

言語聴覚士
10%

作業療法士
17%

理学療法士
59%



助言の効果
未記入
11%

役に立たなかった
4%

導入に至らなかった
44%

役に立った
41%

役に立った
導入に至らなかった
役に立たなかった
未記入



助言の分かりやすさ・具体性

5 4 3 2 1 未記入

分かりやすさ 具体性



どのような助言がほしいか
• リハ内容など具体的な対応について 
• 福祉用具や住環境について 
• 予後予測について 
• 意欲の引き出し方について



業種ごとの助言（津山市の場合）
医師	
薬剤師 リハ職 主任CM 歯科衛生士 管理栄養士

◯ 27 42 18 9 25

△ 16 15 29 21 15

☓ 12 2 4 8 1
◯：アドバイスを利用者に伝え、実行できた	
△：アドバイスを利用者に伝えたが、実行できなかった	

☓：アドバイスを伝えられなかった、または伝えなかった
津山市役所　安本氏資料（一部改変）



理学療法士に対するイメージ
•身近で頼りになる存在 
•プロフェッショナル 
•気軽に相談しにくい 
•利用者に対して厳しい



理学療法士と関わる頻度
未記入
4%

ほぼ関わらない
7%

月に1回
44%

半月に1回
26%

週に2～3回
15%

毎日
4%



理学療法士と関わるタイミング
未記入
7%

状態悪化時
43%

状態悪化前
50%



個別課題 
解決機能

ネットワーク 
構築機能

政策構築 
機能

地域作り 
資源開発機能

地域課題 
発見機能

地域ケア会議の５つの機能

一般財団法人 長寿社会開発センター 地域ケア会議運営マニュアルより



課題
•ケアマネジャーのスキルアップにはつながった
かもしれないが、利用者の課題を解決には至ら
なかったケースもあった 

•他職種間の敷居がまだ高いか 
•重度化防止のためにどのように早期介入するか



3.効果的な助言をするためには



陥りやすい失敗
• 司会者： 
- 時間を予定よりオーバーした 
- うまく助言を引き出せない 
• 事例提供者： 
- アセスメント内容が不足している 
- 何がテーマか分からない 
• 助言者： 
- 無意識的に専門用語を使ってしまう 
- 抽象的な方針を述べる



地域ケア会議における専門職の役割
• 対象者のニーズや生活行為の課題の解決等、状態の
改善に導き、自立に資する助言をすること 

• 対象者のQOLの向上 
• 専門職の立場から実践的な助言をすること



専門職の強み
• 薬剤師：重複投薬や副作用など薬 

• 看護師：病気や障がい、体調管理等 

• 歯科衛生士：口腔衛生や咀嚼等 

• 管理栄養士：食事と栄養摂取 

• リハ専門職：生活の中での動きに関すること 

• 臨床心理士：認知症の方への関わりや心の問題



効果的な助言のための共通事項
① 全ての参加者にわかりやすい表現を心がけ、専門用語は出来る限り避けて
説明する 

② 何を伝えたいのか、論点を明確にして助言する 

③ 助言や説明はポイントを絞って、短時間で説明する 

④ 助言者として謙虚であることを意識し、威圧的にならないように配慮する 

⑤ 問いかけだけで終了せずに、参加者に有益になるアドバイスをすることを
心がける 

⑥ 具体的かつ実行可能な助言をする 

⑦ 自身の専門に限らず、良いと思われる支援内容については、何が良いかを
具体的に伝え、会議に参加しているもので共有できるよう配慮する



助言の効果
未記入
11%

役に立たなかった
4%

導入に至らなかった
44%

役に立った
41%

役に立った
導入に至らなかった
役に立たなかった
未記入



実践につながる助言へのポイント
① 全ての参加者が分かる表現で助言する 

② 具体的かつ実践可能な助言を提供する 

③ 優先度を踏まえた議論をする 

④ 本人・家族関係者との共通理解を得るための支援をする 

⑤ 地域資源に関する確認・課題提起する



厚生労働省： 
介護予防活動普及展開事業　専門職向け手引き（ver.1）



地域のこと、どれぐらい知ってますか？ 
介護者さんのこと、どれぐらい知ってますか？



圏域別ニーズ調査
圏域 運動器の 

機能低下
転倒リス
ク

低栄養の 
傾向

口腔機能 
の低下

IADL 
の低下

閉じこも 
り傾向

認知機能
の低下

うつ傾向

松東 12.8 27.8 5.4 15.4 13.3 15.9 38.9 26.8

中央 13.4 28.0 9.2 16.9 10.1 9.5 36.7 29.5

松北 13.5 26.3 8.7 13.2 10.3 13.9 41.6 31.7

松南第1 9.7 27.1 8.8 16.6 7.6 14.3 37.8 36.1

松南第2 8.7 22.8 7.5 16.0 10.7 12.3 43.6 32.9

湖南 9.9 25.3 9.9 17.2 12.5 17.9 42.7 34.7

全体 11.5 26.3 8.2 16.0 10.8 14.0 40.0 31.7

（単位：％）

松江市高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画より



介護者の不安
日中の排泄
夜間の排泄
食事の介助
入浴・洗身
身だしなみ
衣服の着脱

屋内の移乗・移動
外出の付添、送迎

服薬
認知症状への対応
医療面での対応
食事の準備

掃除、洗濯、買い物など
金銭管理など

その他
特にない

主な介護者に確認しないと分からない
0 12.5 25 37.5 50
松江市高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画より



在宅生活継続に必要なサービス
配食
調理

掃除・洗濯
買い物
ゴミ出し
外出同行

移送サービス
見守り・声掛け

サロンなどの定期的な通いの場
その他
特になし
無回答

0 12.5 25 37.5 50

松江市高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画より



自立支援型ケアマネジメントが難しいと思う点

•サービスからの卒業 
•目標設定 
•意欲低下

島根県理学療法士会　アンケート調査結果より



生きがいがある人が減少傾向

松江市高齢者福祉計画・第8期介護保険事業計画（案）より



松江市版地域ケア会議マニュアル

• 平成27年度に松江市の個別地域ケア会議をどのように
運営していくのか、各包括の質を担保するために地域
ケア会議マニュアル（包括内部向け）を作成 

• 令和元年度マニュアル改訂 

• 現在助言者向けマニュアル作成中



TAKE HOME MESSAGE
• 松江市の地域ケア会議の目指す方向は？ 

• 有効な助言をするためのPOINTは？

→地域でともに支え合い 
いきいき暮らせるまちづくり

→専門性を出しつつ、 
　　同じ目標に向かった 
　　　誰かに伝えたくなるような助言



ご清聴ありがとうございました!!

医療法人　田本会　訪問看護ステーションありがとう 

理学療法士　濱田　龍 
mail : pt.hamada.tp@gmail.com 

Facebook : 濱田　龍


